
ご使用にあたって

本製品の用途と特徴

この度は「サポートジャケットBb＋ＦＩＴ（スリム/ワイド）」をお買い上げいただきありがとうございます。
本製品をご使用いただく際には、この取扱説明書をよくお読みいただき正しくご使用ください。

取扱説明書は紛失しないように大切に保管してください。

・本製品は、軽作業時の腰部ならびに上半身の負担を軽減するために開発したアシスト
スーツです。必ずしも完全に負担を軽減できるものではなく、装着者が持っている以上の力を
発揮できる製品ではありません。
・本製品を装着して、過度に重たい荷物を持つことや、必要以上に腰に負担のかかる姿勢を取
ることはおやめください。

・本製品は、医療用器具ではないため、腰痛や肩こりなどの身体的疾患を治療するものではありません。
・本製品が謳う3つの機能の効果には個人差があります。
・本製品は、前屈姿勢をとることでマッスルベルト等の弾性生地が伸び、アシスト力を発揮します。
・本製品は、腰部、背骨の安定とサポートを目的とした商品であり腰部や背骨を完全に保護する
ものではありません。
・本製品には静電気帯電防止機能はありません。

<安全上の注意事項>必ずお読みください!
警告

・本製品は腰痛その他の疾患を治療する製品ではありません。
・軽作業以外でのご使用はおやめください。怪我や本製品の破損の原因となります。
・本製品は加工、改造、修理を行わないでください。
・下記に該当する方は着用しないでください。
 現在、肩、胸、膝など装着部位等に怪我や傷、腫れもの、湿疹、アレルギー、血行不良など異常 
 がある方、その他疾患のある方、妊娠中または妊娠されている可能性のある方、飲酒後の方、 
 低体力の方など
・使用中に痛みやしびれ、かゆみ、かぶれ、湿疹などの異常や着け心地が悪いなどの違和感を感 
 じた場合は直ちに使用を中止し、医師に相談してください。
・締め付け過ぎると血行障害を起こす可能性がありますのでご注意ください。
・長時間使用する場合は適度に着脱を行なってください。圧迫による皮膚障害や血行障害の恐 
 れがあります。
・薬品等を使用する場所では使用しないでください。
・急激な温度変化が伴う場所、並びに過度に高温、低温になる場所での使用はしないでください。
・破損、磨耗、変形、面ファスナーの粘着力が悪くなったものは使用しないでください。
・本取扱説明書記載の「装着方法」に従って正しく装着した上でご使用ください。
・正しくご使用されない場合、充分な補助やアシストが得られないだけでなく、身体が過度に圧 
 迫されたり怪我や破損の原因となります。
・製品が周囲に引っかかったり巻き込まれたりする危険がありますので着用時は周りの環境に 
 充分注意してください。
・膝ベルトを外したまま、歩いたり階段等の昇降はしないでください。
・本取扱説明書記載の「サイズ表」を参照し、サイズが合わないものは使用しないでください。
 上下、裏表、前後を確認の上、正しく着用してください。
・使用中にズレやゆるみが生じた場合は、正しく着用し直してください。
・就寝時には使用しないでください。

・着座時など、本機能が不要な場合はご使用をおやめください。
・バックル留め具やベルトワイヤーに衣類や皮膚をはさまないようにご注意ください。
 衣類の破損や、皮膚などを傷つける原因になります。
・本製品に破れ・亀裂・破損など不良が見られる場合は直ちにご使用をおやめください。
・面ファスナーに衣類を挟んだり、貼り付けたりした場合衣類を破損することがあります。
・面ファスナーはホコリやゴミ等が付着すると、テープ部分の粘着力が弱くなることがあります 
 ので、ホコリ、ゴミ等は取り除いてご使用ください。
・他の衣類に色移りする場合があります。
・弾性生地などに収縮性が無くなった場合はご使用をおやめください。
・本製品を他の方へ転用（再利用）された場合のトラブルや事故等につきましては責任を負い 
 かねます。
・本製品は必ず肌着や衣類の上から装着し肌に直接当てないでください。
・面ファスナーやマッスル機能部のゴムの寿命は、使用頻度や状態により短くなる場合があります。
・製品の仕様、外観などは改良のため予告なく変更することがあります。
・安全に使用するために、管理者は使用する前に必ず点検をしてください。
※必ず洗濯ネットに入れて洗濯してください。

日常作業で無意識に負担をかけている身体の状態を理想的な姿勢に導きながら、腹筋と背筋を保護・安定させることで
作業者の腰・身体的負担を軽減させます。

＜正しい装着のポイント＞詳しくは中面に記載しております。 ＜こんな時の対処法＞締め過ぎにご注意ください。

注意

誤った取扱いをした時に死亡や重症に結びつく可能性があるもの

誤った取扱いをした時に傷害または他の財物への損害に結びつく
可能性があるもの

本製品の機能

装 着 方 法
取扱説明書

!
肩ベルトは多少余裕を
もたせる

※締め過ぎない事

ひざベルトは
ひざのお皿の
下でとめる

マッスルベルトは
締め過ぎない

取扱説明書

特許登録済  
サポートジャケット®はユーピーアール株式会社の登録商標です。

<廃棄方法>

<カラー>

<保管方法>
・直射日光が当たらない場所、また湿気の無い風通しの良い場所に保管してください。
・面ファスナーはとめた状態で保管してください。
・保管状態により変色することがあります。
・保管の際は、面ファスナーや起毛部分に過度の重みがかからないようにしてください。
 面ファスナーの粘着力が悪くなる恐れがあります。

・本体生地はナイロン、ポリエステル、ポリウレタンですが、背骨は樹脂素材（ポリプロピ 
 レン、POM）を使用していますので、廃棄時には地域のルールに従ってください。

グレー
<素材表示>
ポリエステル、ナイロン、ポリウレタン、ポリプロピレン

<その他>
ダイヤルパーツ・・・・・・・・・・・
金属ボーン、スナップボタン・・・・・
ボーンアタッチメント・・・・・・・・
ボーン（ B b + )・・・・・・・・・・・・
ア ジ ャ ス タ ー、バ ッ ク ル・・・・
滑 り 止 め・・・・・・・・・・・・

TGF
金属
POM
ポリプロピレン
ポリアセタール
シリコン、天然ゴム 

<装着方法 動画のご案内>

http://upr-webshop.jp/shopbrand/ct25/

<消耗品>
当社WEBショップよりお買い求めください。

http://goo.gl/mKFjoJ
こちらのQRコードもしくはURLより装着方法をご覧ください。

・腰ベルト裏側の洗濯表示に従って洗濯してください。 
・洗濯する際は、必ずボーンをジャケット本体から取り外し、ジャケット本体を洗濯ネットに入れて 
 洗濯してください。ボーンは洗濯機では洗えません。
・中性洗剤を使用し、30℃以下の水で洗濯してください。
・他の衣類への色移りや損傷を防ぐため、本製品のみの単品洗いをしてください。
・干す際は洗剤を充分に落とし、タオル等で水気を取ってから影干しにしてください。
・乾燥機の使用、ドライクリーニング・アイロン・漂白剤・手絞りは避けてください。
・洗濯後、本製品に破れや亀裂、ほつれ、破損などの異常が無いかご確認ください。
・縫製部分がほつれてきた場合、引っ張ったり根元からハサミ等で切らないでください。 
 さらにほつれる場合があります。
・洗濯の際は面ファスナーをとめてください。
 とめずに洗濯すると面ファスナーの粘着力が悪くなる恐れがあります。

<洗濯方法の注意事項>

マッスルベルトを締め
すぎていませんか？
マッスルベルトの
張り具合を調整して
ください

しゃがみにくい
胸ベルトをきつくない程度に
ゆるめて調整してください

きつく締めすぎ
ていませんか？
ずれない程度に
調整してください

ひざベルトが痛い

肩ベルトが食い込んで痛い
第二の背骨（ボーン）
最下点を尾てい骨
周辺に合わせ、腰ベ
ルトが腰骨を包み込
むように巻く

サポートジャケット®

サポートジャケットBb＋FIT　独自機能

フォームナビ機能
第二の背骨となるBb＋をジャケット
背面に装着する事で、背骨と腰を
理想的な姿勢へと誘導します。また、
作業に伴う前かがみの姿勢を抑え
る事で背中や腰にかかる大きな
負担を軽減します。

ランバーサポート機能
腰を安定させ、保護するための大
きなベルトにより背骨と腹筋、背筋
を包み込む事で腹圧が保たれ作業
時の腰椎や椎間板への負担を軽
減します。

マッスル機 能
膝から腰にかけて、脚の筋肉補助
を目的としたパワーベルトを装着。
作業時における前屈姿勢や起き
上がりの力を補助し、疲れが軽減
されます。

腰ベルトフィッティングシステム

各 部 位の名 称

＜外側＞ ＜内側＞

肩ベルト
取付けホック

肩ベルト
調整バックル

胸ベルト

ボーンアタッチメント
( ジョイント式 )

ボーン裏生地

ボーン裏生地取付ホック

腰ベルト
フィッティング
システム

マッスルベルト

ひざベルト

腰ベルト

マッスルベルト
腰側バックル

肩ベルト

ボーン ( 第二の背骨 Bb+)

腰補助ベルト

※イメージはWIDEタイプでの説明となります

図のようにベルトをバックルの中心
に通し、ベルト先端をバックル下に
くぐらせてとめます。
※ベルトの通し方は、肩 ・胸 ・マッ
スルベルトすべて共通です。

〈各バックルにベルトを通す方法〉

ベルト

締める
マッスルベルト
ひざ側バックル

※締め過ぎない事

※ご注意  腰周りは骨盤の周囲であり、ウエスト（腹囲）ではありません

（男女兼用）

104～116

3L

35～43

身長 155～165 162～172 168～178 174～186 180～192

78～88 86～96 92～104 98～110腰周り※
（骨盤の周囲）

サイズ（cm） S M L LL

ひざ下周り 23～31 26～34 29～37 32～40

※迷われたら大きめをおすすめします<サイズ表>

ボーン脱着式機構
ボーン取外し機構を採用。
洗濯後の取り付けも簡単です。

ダイヤル機構採用。ダイヤルを回転　
させることにより瞬間的に最適な
フィット感を実現します。



6ステップで簡単装着

＜ボーンの取りつけかた＞

装着方法

①本体を丁寧に広げボーン
アタッチメントに薄グ
レーのボーンをカチッと
音がするまで差し込みま
す。

②肩ベルトの先端を持ち、
ボーン上部の穴に肩ベ
ルトを通し、肩ベルトの
中心まで通します。

③ボーン下部の左右にあ
る穴に肩ベルト先端を
通し、ホックでとめま
す。

④腰補助ベルトをボーン
中心下にあるスリット
に通します。

⑤ボーン裏生地のホック
をボーン上部の穴に
通しホックをとめます。

 これでボーン取りつけ
完了です。

良姿を目的に
「猫背が治るような感覚」、
「前屈姿勢の際に少し抵抗を受
ける感覚」を得られるよう設計
しています。
張り具合を調整しながらs体感く
ださい。

装着した時の
感覚について・・・

・肩ベルトをゆるめます。
・腰ベルトフィッティングシステムの左右ダイヤルは引き上げてゆるめておきます。

装着前の事前準備

谷折

腰ベルト左右にあるダイヤルを押
し込んで「カチッ」と音がなったら 
それぞれ時計回りに回し締め付け
具合を調整します。

・ダイヤルを押し込んで
時計回りに回すと     
ベルトが締まる
・押し込んだダイヤル
を引き上げるとベル
トがゆるむ

腰ベルトフィッティング
システムの使い方

マッスルベルトを調整する

外した腰側バックルを元通りに
とめます。

マッスルベルトの先端を引っ
張って、両脚同じくらいの張り具
合に調整します。
※作業状況に応じて張りの強さ
を調整してください。

洗濯する際はボーンを本体からはずします。（※ボーン以外は全て洗濯可能です）

＜ボーンのはずしかた＞

①ボーン裏生地のホック
をはずします。

②ボーン中心下のスリッ
トに差し込まれている
腰補助ベルトをはずし
ます。

③ボーン下の左右にとめ
てある肩ベルト取付け
ホックをはずします。

④ボーン上部の穴に通して
ある肩ベルトを引っ張り
すべてはずします。

⑤ボーンアタッチメントに
差し込まれている薄グ
レーのボーン下部、中心
の爪を親指で押し込み、
片方の手で丁寧に引き
抜いてください。

※ これでボーンがはずせ
ます。

⑥ジャケットの面ファス
ナーを全てとめ、内側に
たたみ込み、小さくまと
め、洗濯ネットに入れて
洗濯機で洗えます。

サポートジャケット洗濯方法

ひざベルトをとめる

ひざベルトをお皿の下に回し
面ファスナーでとめます。
※すべり止めゴムは内側にして
ください。

マッスルベルトがひざ裏に
くるよう位置を確認してくだ
さい。両ひざを同じように
とめてください。

ここが
ポイント
ひざベルトがひざ下まで
届かない時
マッスルベルト腰側
バックルの片方を外す
とひざベルトが装着し
やすくなります。

左右のダイヤルを押込んで回し、

腰ベルトのボーン最下点を、尾てい骨周辺に
合わせてください。（指で確認しながら合わせて
ください）

骨盤を包み込むように腰ベルトをしっかり
巻いて、ズボンのベルト下辺りの高さでと
めます。

①ボーン最下点を
尾てい骨に合わせる

②骨盤を包み込むよ
うに腰ベルトを巻く

ここが
ポイント

腰ベルトを締める

胸ベルトのバックルを外し、肩ベルト
を完全にゆるめます。

胸ベルトをとめます。
作業状況に応じて長さを調整してく
ださい。
※締めすぎない肩ベルトを両手で持ち背負うように

腕を通します。

肩ベルトに腕を通し、胸ベルトをとめる

腰補助ベルトを前に引っ張りながらとめます。
（骨盤がさらに安定します）

腰補助ベルトを締める 肩ベルトの張り具合を調整する

胸を張った状態で肩ベルト先端を持って
下に引っ張り、張り具合を調整します。
※作業状況に応じて張りの強さを調整し
てください。

最も深くおじぎをし
た時に程良く締まる
くらいに調整してく
ださい。
強く締め付けすぎな
いようにご注意くだ
さい。

ここが
ポイント
締めすぎに注意！

※ダイヤルは押し込ん
でも引き上げても
「カチッ」と音がなり
ます
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